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第３回 幹事会 議事録 

 

・日 時 ２０２６年６月１９日（金）正午～１３時００分 

・場 所 Zoomミーティング 

・出席幹事 

  幹事総数         ８４名 

出席幹事の人数      ３８名 

 

 幹事長高江俊名は本幹事会の議長として副幹事長西念京祐を指名し、議長は開会を宣し

た。 

【議事の内容】 

 

１ 「民法７５０条を改正し、選択的夫婦別姓制度の導入を求める決議(案)」について 

（大阪弁護士会男女共同参画推進本部選択的夫婦別姓実現プロジェクトチーム）  

詳細について、資料１のとおり。 

なお、溝内有香先生（上記プロジェクトチーム座長）から、要旨以下のとおり説

明等があった。 

・上記決議案について、秋の大阪弁護士会臨時総会で採択いただきたいと考えてい

る。 

・最近出された会長声明は必ずしも総会決議を経ておらず、会員にあまり知られて

いないこともままあった。広く会員に知ってもらったうえで選択的夫婦別姓にか

かる会長声明を発出いただきたいと考えている。 

【質疑応答・意見】 

会員Ａ：選択的夫婦別姓制度が少子化・非婚化に対する対処ないし歯止めとなる側

面があることについても提案理由に盛り込んでいただきたい。また、夫婦

別姓訴訟が認められるためには立法事実が足りない（理屈は足りている）

旨の学者意見があることを踏まえ、日本だけが夫婦別姓を選択できないと
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いう国際情勢や、登録姓と戸籍性とを許す日本の現状が国際社会から見て

あり得ないこと（例えばマネーロンダリングの温床になる等の弊害がある

こと）等の切り口も提案理由に取り入れていただきたい。 

会員Ｂ：現行制度で不便や不利益を被っている当事者の声のインパクトは大きく、

その声を多く立法事実として盛り込む必要がある。また誰もが聞いて「そ

れはそうだよね」と思う掴みの部分で、現行の制度が少子化を招くことを

伝える必要がある。なお、個人的には、秋の総会決議を待つのではなく、

もっと早くかつ波状的に選択的夫婦別姓にかかる会長声明を発出いただき

たいと考えている（まずは総会決議を経ずに会長声明を発出し、その後総

会決議を経てから再度会長声明を発出する等）。 

 

２ 次年度大阪弁護士会副会長立候補届出と候補者の意見を聞く会開催の件（資料２） 

   高江選考委員長は、次年度（２０２７年度）副会長の推薦候補者の届出期間（６月

１日～６月８日）中に中西基会員（５３期）から大阪弁護士会副会長の推薦候補者と

して立候補の届出があった旨報告するとともに、下記のとおり第３回選考委員会並び

に中西基会員の意見を聞く会が開催される旨案内した。 

記 

第３回選考委員会 兼 副会長推薦候補者の意見を聞く会 

 

日時 ７月１６日（木）１３時００分から１４時３０分頃まで 

 

場所 大阪弁護士会館９２０号室＋Ｚｏｏｍミーティング 

 

３ 新入会員の報告（資料３） 

正副幹事長会にて以下の先生方の入会を承認した旨、報告があった。 

 ・７８期 米田 宗（コメダ ソウ）先生 

 ・７８期 島崎 新大（シマザキ アラタ）先生 

 ・７８期 中野 晶（ナカノ アキ）先生 
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４ 会費免除承認の報告（資料３） 

正副幹事長会にて以下の会員の会費免除を承認した旨、報告があった。 

・４８期 藤井 美江（フジイ ヨシエ）会員 

 ・７４期 筒井 秋成（ツツイ シュウセイ）会員 

 

５ 大弁会務報告  

中森副会長から、要旨資料４のとおり報告があった。 

以下補足。 

・「第３ ホットな話題（求意見）」について、現在刑事弁護登録者数が従前と較

べて激減しているが、理由がはっきりしない。 

・これまで刑事弁護委員会でもＰＴを立ち上げ検討してきたが、それでも対処しき

れない状況であるため、今年度対策本部を立ち上げる方針。 

・一例として、刑事当番登録を義務化し、当該義務を履行できなければ負担金を徴

収するという案も出ている。 

  【質疑応答・意見】 

   要旨以下のとおり意見等があった。 

   ・資料４「えん罪救済のための再審法を目指して」と関連して、今の法案では検察

官の抗告は法律上禁止されていない。法律上禁止にもっていかなければならない。 

・刑事弁護登録を義務化する場合、義務化の対象は全員にするのか一部にするのか

（例えば１０期代の高齢会員まで義務化の対象とするのか）、そもそも義務化す

るのはかなりの抵抗ないし反発があるのではないか等、慎重な検討を要する。 

・刑事当番登録者数が激減した理由について、登録者数の減少により登録者一人当

たりの負担が増えたこと、そうであるにもかかわらず報酬はあがらないこと、一

旦国選弁護人となれば例えパワハラやセクハラ等を受けても裁判所はなかなか解

任を認めないこと等が思料される。 

・刑事弁護で困った際にアドバイスする制度もあるがあまり利用されていない。 

・登録者数が激減しているのは大阪だけでなく他の単位会も同様。大阪がチームを

立ち上げ対処しようとしていることについて、他の単位会も注目している。 

・登録者数激減の契機となった研修要件は、現在緩和されたと聞いている。 
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・昔は新人全員に刑事当番弁護に登録してもらっていた。反発もあったが、ほとん

どの若手が登録していた。弁護士として国選弁護を担当するのは当たり前という

風潮があった。対して今はそのような風潮はなく、むしろ事務所経営の観点から

見て国選弁護を担当するのは不合理という風潮があるように見える。 

・日弁連は、国選弁護報酬の増額をずっと主張している。その度に「（法務省の予

算総額は決まっているため）どこを減らすのか？」の話になり、その先の議論が

できない状況が続いている。 

・「弁護士は儲けているんだから国選弁護くらい安価でやればいいじゃないか」「悪

人のために税金を用いるのはナンセンス」という社会的土壌ないし世論もある。 

・この問題については引き続き議論を要する。 

 

６ 各種委員会からの活動報告／選考、政策、広報、研修、親睦、若手会  

（１）選考委員会（高江俊名委員長） 

前記「２ 次年度大阪弁護士会副会長立候補届出と候補者の意見を聞く会開催の件

（資料２）」のとおり 

（２）政策委員会（中西基委員長） 

・第１回企画（大阪弁護士会館の成り立ち、現状、未来をかんが得るシンポジウム）

について、リアルと WEBとで開催予定。懇親会も１８名が参加予定。 

・第２回企画について、決まり次第連絡する。 

・詳細については資料５のとおり。 

（３）広報委員会（広瀬元太郎委員長） 

   要旨、資料６のとおり報告があった。 

以下補足。 

・会報１１５号（秋号）について、９月総会の日と同日にアップする慣例であるた

め、それを目指して準備中。 

（４）研修委員会（室谷光一郎委員長） 

 要旨、資料７のとおり報告があった。 

 以下補足。 

   ・第２回研修会（AI研修）について、申し込み多数ですぐに参加枠が埋まってしま

った。WEB 併用も検討しているが、講師の意向により難しいものと思われる。１
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２、３人くらい他会派からの参加者がいた。 

・春秋の日について、夫婦別姓についても取り上げる可能性がある。 

（５）親睦委員会（上杉将文委員長） 

   要旨、資料８のとおり報告があった。 

   以下補足。 

   ・５月２２日に開催された新人歓迎会について、５０名以上が参加（うち２０名近

くが新人）し、大盛況であった。 

   ・新人歓迎旅行について、現在行き先及び日程を再検討している。確定次第連絡す

る。 

（６）若手会（富井和哉世話役代表） 

   要旨、資料９のとおり報告があった。 

   以下補足。 

   ・６月４日に開催された浦先生破産研修について、例年より参加者が多く、１９名

もの新人の参加があった。 

（７）問題提起（検討事項） 

上記活動報告に関連して、中森副会長から、新人歓迎会の終了後に大勢の新入会員

を親睦委員長ら数名の先輩会員だけで二次会に誘い、その費用を個人的に負担されて

いたようであった旨報告がなされるとともに、このような機会における新人の二次会

参加費等について、特定の会員のみに負担が集中しないよう、執行部も参加するとか

会計から支援するとかというような枠組みを検討してはどうかと問題提起があった。 

 これに対し、若手会員活動活性化費を活用出来るのではないかという意見や、同活

性化費の支給対象を二次会等にまで拡げていくことについては一定の歯止めとなるル

ールが必要ではないかという意見等が出され、引き続き検討することとなった 

 

７ 各種行事の案内 

  ６月３０日１３時３０分～ 大阪弁護士会定期総会 

 

８ 執行部から春秋総会出席のお願い 

日程：９月総会 ９月２９日(火)、１２月総会（未定）、３月総会３月２５日(木) 
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いずれも午後６時～ 

場所：大阪弁護士会館（予定） 

以上 




